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く作用を詳しく見ていくことが求められるだろう。
最後に、「無分別」（首藤論文）や「無自覚」（滝澤論文）など存在論的な「無」
を duality に関連させることで、科学的実在論と経験的認識的な実証科学との節
合を可能にするような、時間と空間が一体となった「時空」（三次元座標の原点
のなかの微視的空間）（森川論文）を引出すことができる。多文化社会学の方法
論において、「無」の duality 的構成に支えられた「時空」を確保していくこと
は、意味論におけるさらなる深奥にも連なっていくのである。
多文化社会学の誕生に向けて、この特集に幾ばくかの意義を見出すことができ
るならば、それは筆者たちにとって望外の喜びである。新しい〈学〉の構想と実
現に向けて、読者諸賢の批判的かつ闊達な議論を切に請う次第である。
（首藤明和）
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